
               
  

＜学校教育目標＞「思いやりのある子 進んで考え学び合う子 健康でたくましい子」   
＜１０月の生活目標＞「本をたくさん読もう」               令和７年９月３０日（火） 
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体育の日からスポーツの日へ～スポーツの秋を楽しもう～ 

校長  長 澤  誠  

「暑さ寒さも彼岸まで」の言葉のように、季節の移り変わりを体感しています。稲穂が黄金色に染

まり、実りの秋を迎えました。「実るほど 頭を垂れる 稲穂かな」は、私の好きな言葉のひとつで

す。暑さも和らぎ、勉強や運動に落ち着いて取り組むことができる時期です。設定した２学期の目標

へ向け、努力を継続していきましょう。 
９月は「世界陸上 東京大会」や「2025 世界バレー」が開催され、テレビで

応援した人も多かったのではないでしょうか。普段、あまりテレビを見ない私

も、チャンネル越しに声援を送りました。東松山ゆかりの「吉田祐也選手（マ

ラソン）と「小山直城選手（マラソン）」からは多くの勇気をもらいました。 
さて、1964 年 10 月 10 日に１回目の東京オリンピックの開会式が行われ、1966 年に 10 月 10 日

が「体育の日」に制定されました。2000 年から、ハッピーマンデー制度が適用され、「１０月の第２

月曜日」となり、2020 年に「スポーツの日」に名称変更されました。「教科として体育」のイメージ

よりも、広く世界で使われている「スポーツ」を用い、より自主的・自発的に体を動かそうという思

いが込められているのでしょう。 

しかしながら、子供たちの「体力の低下や運動離れ」「運動をよくする子とそうでない子の二極化」

などの状況が続いています。本校でも同様です。その要因は様々ですが、子供たちを取り巻く環境の

変化、とりわけ「時間 空間 仲間の３つの間＝サンマ
・ ・ ・

」の減少が指摘されています。友達と遊ぶ時

間や屋外で遊ぶ場所が少ない、暑さによる運動の制限、スマホやゲームなどの体を動かさないで過

ごす時間の増加などが挙げられます。また、昨今の不審者情報や交通事故などの状況も要因の一つ

だと考えられます。 

子供たちは、大人のように必要に迫られてスポーツジムで体を鍛えるといったモチベーションは

存在しません。そのため、運動に向かう意欲や関心をどのように持たせるかがポイントとなります。

本来子供たちが持っている遊びに夢中になる力や友達と一緒に体を動かす喜びを引き出すような授

業づくりやシチュエーションが重要だと感じています。また、各ご家庭においても、色々な運動を体

験したり、紹介したり、観戦したりしながら、体を動かす楽しさや心地良さなどを味わい、運動への

意欲や関心を高めていただけたらと思います。 
コロナ禍で落ち続けた体力運動能力がようやく戻りつつあります。埼玉県のキャッチフレーズ「コ

ツコツときたえた体は たからもの」を意識しながら、生涯にわたり運動を親しむ態度を養っていき

ましょう。スポーツの秋を楽しみたいものです。 

学校だより１０月号 

正ちゃん  直くん  



 

 

 

 

 

  

 

・タブレット学習について（タブレットは、まだ未使用。オンライン授業への要望） 

・下校時の安全指導について（雨の日の下校指導について） 

・学校への持ち物について  

・熱中症対策（ネッククーラーを冷やす冷蔵庫を設置してほしい。特別教室にエアコンを設置してほ 

しい。） 

・通知表の所見について（子供の様子を通知表で伝えてほしい。）など 

 

※保護者の皆様からの貴重なご意見、どうもありがとうございました。自由記述欄で一番多かった内

容は、担任の先生への励ましのコメントでした。担任並びに学校職員といたしましても、大変嬉しく

思います。 

 保護者からのコメントを励みに、２学期も子供たちをさらに成長できるように職員一同、指導にあ

たっていきます。 


